ジェネリックシティー上海

はじめに

　これまでを振り返ってみると、昨年扱った中国現代アートに引き続き、今年に入ってからは主に建築を扱いながら現代中国を捉えようとしてきました。そして今回、最後のテーマとして取り上げるのは、都市としての上海です。前回の発表では、北京の中央電視台（レム・コースハース）、アートセンター、上海バイオシティー計画（ルイジ・コラーニ）など個々の建築やデザイン計画を紹介しましたが、卒論につなげる今回は上海という一つの「都市」の視座から中国に迫りたいと思います。

※ジェネリック・シティー（Generic City）とは

＝　無印都市

　どんどん変化し更新していく、アイデンティティーのない国際都市のこと。

●上海の歴史

1840～46　アヘン戦争敗北により、５つの沿岸諸都市を貿易港として開港。

　1846～　　上海の大部分の土地が植民地として治外法権の適用を受ける。

1914 外国譲渡地域（いわゆる租界）：上海の94％を占める。

1930～　　中国最大の貿易港へ

1939～45　第二次世界大戦勃発により、これまでの繁栄が終焉。

1949～　　計画経済のもとで国内均衡成長政策がはじまる。

→上海の経済…老朽化

1979～　　政府の新しい政策（門戸開放）により上海は再び注目されるようになる。

1980～　　黄浦江の西側（浦西）の開発がはじまる。

●時間の流れる都市へ
～1990　　上海＝「没有変化的城市」（時間の流れぬ都市）

1990 　浦東開発が中央政府によって告示される。

　　　　　　　∥

　　　　　“政治的決定であった。”（趙民）

　　　　　理由１：天安門事件（1989）後の自らの開放（＝改革開放路線）への積極的な取り組みを新たらしい形で世界に示す必要性があった。

　　　　　理由２：広東やその他の南部諸地域が力を増してゆくのに対し上海は凋落しつつあり、それでいてやはり上海の重要性は大きく、無視できないものをもっていた。

●浦東大開発

　　浦東は深圳・珠海などの経済特区が力をつけてきたのを背景に、上海の経済力を建て

直すめに開放地区ないし新経済特区として、その開発がはじまる。

浦東コア部分のデザイン：国際指名設計コンペ

参加者はイギリス、フランス、イタリア、日本（伊藤豊雄）、上海在住の建築家たち

　

　（しかし浦東はこのときすでに更地ではなく、100を超える大規模プロジェクトが進行中だった。）

　

浦東開発をきっかけとして進められたその他諸地域の開発：
Ex．上海展示センター建設、シンガポール資本による五つ星ホテル建設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∥

　　　　　　　　　　　　　　極めて中国的な方式

●上海最新マスタープラン
その目的：

超過密の人口を分散させること。

（それまでの中心都市と衛星都市という概念は退けられ、新たに強力な数の中心都市という概念が誕生）

上海に変化を引き起こした要因：

1． 90年代以降の中央政府の門戸開放政策

2． 上海のGDP成長率の高まり

3． 土地賃貸方式

4． 都市計画の権限が大都市行政府から下部の市内区や郊外市の行政府へ委譲されるようになったこと

5． 海外の中国人コミュニティーとの関わり

●未来都市の予兆

前回の発表でも触れた上海バイオシティー計画がここへきて、着工に至ったという話を

耳にした。しかし、日本では扱っている資料がまだなく、どのような形で進められているのかなど詳細情報は得られていない。が、こうした未来都市への動きがみられることは確かである。

　アメリカや日本のように資本主義が根付き、それが複雑に絡み合ったシステムのものでは、資金面や土地問題など様々な制約が存在する。しかし、この国にはそんな制約の代わりに自由に資本を動かせる権力が存在しているのだ。そしてその権力の存在こそが私に疑いをもたせる要因となっている。それは前回私が矛盾と指摘した部分であり、すなわち共産主義を掲げる中国であってもその本質は、政治理念とはかけ離れたところにあるのではないか？という気がしてならないのである。（それがまさに社会主義の在り方と言えるのかもしれないが。）その力に、私は革新のエネルギーとすべてを可能にする夢の世界を想像すると同時に統制という巨大な力による恐怖感を覚えるのだ。

考察

　共産主義社会の第一段階とされる社会主義。しかし、社会主義国家である中国は果たしてその段階に当てはまるのだろうか。建築家や多くのアーティストが中国という土壌に活動の場を求めているという実情、それは都市開発という視点から見れば、目に見える発展として捉えることができる。しかし、それが中国であるというところがどうしてもひっかかる。共産主義社会に達することはおろか共産主義イデオロギーまでもが崩壊に向かっているのではないか、そんな気がしてならないのだ。そして社会主義という現実だけが拡大し巨大化しているように思う。ニューヨークの摩天楼群が一世紀近い時間をかけてじっくりと形成されてきたのに対し、ここわずか10年の間に独特なスカイラインを生み出した上海の摩天楼群。そしてコラーニの夢のような都市デザインまでも現実のものにしてしまおうとする国、中国。

「社会主義とは統制された資本主義である。」この表現に、私は現代中国社会を想った。中国における社会主義とは共産主義社会に向かう第一歩ではなく、共産主義という幻想、永遠の社会主義を意味しているのではないだろうか。そしてそこにこそ中国という国家の勢いがあり、建築家や芸術家にとってのアメリカンドリームならぬチャイニーズドリームが存在するのではないだろうか。だとすれば、この国における都市空間とは、制約に縛られた開発というより、ある種アーティスト的な思考を実現できる場として捉えることができるかもしれない。が、そう考えられる一方で忘れてはならないのは、その裏には巨大な資本が存在しているということである。そして、そこに介在する力、それが社会主義なのであり、そうであり続ける限り共産主義は幻想であり続けるだろう。

　

疑問点

1. 上海は今、建設ラッシュをむかえている。資本の運動と切り離せない建築によるムーヴメントがこの国で起こっているのだ。かつて鄧小平は「富めるものから富んでいこう」という言葉を残したが、つまりこの状況は今も共産主義イデオロギーの上に成りたっているということなのだろうか？それとも共産主義とは名ばかりで、いまや統制のための表面上のイズムでしかないのだろうか？みなさんは社会主義をどう捉えますか？

参考までに…

上記のような状況に対するコールハースの意見：

「中国は今も共産主義国家であり、共産主義イデオロギーの方式というものが深く染み込んでいる。そのメカニズムを読み取れば、現在の状況は非常にわかりやすくなる。つまり、この凄まじい開発を理解する鍵は市場そのものではなく、市場主義リアリズムという、社会主義リアリズムの一形態である。社会主義リアリズムというのは苦役するマスに対し、すべての労役はある究極の状況に向かっている、そこは理想郷であり現在のあらゆる苦しみはそこに至って報われるのだということを描いてみせる、一つの芸術である。市場主義リアリズムも同様で、こうした状況の果てに利益に報いられる時がやってくる、ただ、それが現実になるには長い道のりがある、という構図を描いているのだ。」

2. 上海は予測できないほど変化し更新し続けている街であり、その状況を私はジェネリック・シティーと捉えた。また、このような都市は世界のグローバル化に伴いどんどん増えていくような気がしてならない。そこで、仮にこのような都市が増加したとして社会はどのように変化していくと思いますか？また「都市」はどのように変化していくと思いますか？

―　卒論に向けて　―

今回取り上げた内容は、数年前の資料に基づいたものであって最新の情報ではなく、開発の詳細についても情報不足です。また、前回の発表から中国側（行政）の視点を取り入れていきたいと思っていながらも、やはり日本の資料だけでは限りがあるため、範囲の狭いアプローチから抜けきれていないというのが現状です。そこで、提出まで残り二ヶ月弱と、締め切りの迫る中ではありますが、今の上海がどのような状況におかれているのか、現地に行って確かめてきたいと思っています。
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